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【地図】 シンガポール華僑粛清 検問・処刑場所 
林博史『シンガポール華僑粛清』（ 高文研、2007年） の参考資料 

 

シンガポール華僑粛清において、住民を集めて検問をおこなった場所７か所（図１～６）、なら

びに処刑場所や関連する場所（図７～10）のくわしい地図をここに掲載します。同書に掲載したか

ったのですが、事情でできなかったので、現場に行ってみたいという方のために、ここの掲載する

ことにしました。 

図１～６・９は、１971年時点の地図を使いました。再開発がほとんどされていない段階のもの

ですので、戦争中とほとんど変わっていません。中心部は再開発されても通りはほとんど変わっ

ていないので、現場に行くのは難しくありません。旧日本人街（図１）はエッと驚くかもしれません

が。くわしくは同書をご覧ください。 

 

（注） 左から２列目は、本書掲載の地図のページと、地図内に記された場所の数字・ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄを示します。 

                 検  問  場  所 

図１

（上段） 

P8地図 A 大西隊 ジャラン・ブサー、キッチナー・ロード 

ヴィクトリア学校、ジャラン・ブサー･サッカー場 

図１

（下段） 

P8地図 B 水野隊 アラブ・ストリート周辺 

スルタン・モスク付近、カンダハル・ストリート 

図２ P8地図 C 

 

合志隊 リバーバレー・ロードとオード・ロードの交差点周辺 

図３ P8地図 D 上園隊 チャイナタウン（ クロス・ストリート、ニューブリッジ・ロード、スミ

ス・ストリート、サウスブリッジ・ロードに囲まれた地域） 

図４ P8地図 E F 久松隊 ティオンバル・ロード（ 東端部分）   カントンメン・ロードと

ネイル・ロードの交差点   ケッペル港 

図５ P116地図 K 宮本隊 チャンギ・ロードとスティル・ロードの交差点周辺 

テロック・クラウ英語学校 

図６ 

 

P116地図 E 

P8地図 21 

市川隊 スティーブンス・ロードとアンダーソン・ロードの交差点周辺 

（注） 地図内に、検問をおこなった地域を太く囲んでいます。ただしチャイナタウンについては、ほぼこの

範囲ですが、そのほかの地区はだいたいこの通りのあたりということで、厳密な範囲ではありません。 

 関 連 地 図 

図７ P116地図 12 13 チャンギ地区 

図８ P116地図 ６ パシル・パンジャン地区 

図９ P116地図 10 シグラップの谷（再開発前） 

図10 P116地図 ９ 10 

11 K L 

東海岸地区（現状）      アンバー・ロード、テロック・クラウ、

シグラップの谷、チャンギ・ロード8.5マイル、ベドック海岸 



  シンガポール華僑粛清 関連地図 2 

 

図１  上段 大西隊  下段 水野隊 
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図２  合志隊 
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図３ 上園隊 
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図４ 久松隊 
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図５ 宮本隊 

 

 

 

図６ 市川隊 
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図７ チャンギ地区 チャンギ国際空港（旧タナメラ海岸）12～チャンギ刑務所～チャンギ海岸 13  
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図８  パシル・パンジャン地区  

ケントリッジの丘（マレー連隊記念碑）～ブキット・チャンドゥ回想記念館 
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図９  シグラップの谷  再開発前の地図（1971年）   
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図 10  東海岸（現状図）   アンバー・ロード９～カトン（テロック・クラウ中学Ｋ）～

シグラップの谷 10～チャンギ・ロード 8.5マイル地点Ｌ～ベドック海岸 11 

 

 


